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第23回 新郷ふるさとまつり
   

　
「
第
23
回
新
郷
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
」
が
10
月
21
日
、
間
木
ノ
平

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
と
グ
リ
ー
ン

フ
ァ
ー
ム
で
開
か
れ
、
大
勢
の
行

楽
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
郷
土
芸

能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
催
さ
れ
、

本
村
を
は
じ
め
、
十
和
田
市
や
六

戸
町
の
郷
土
芸
能
団
体
が
鶏
舞
な

ど
を
披
露
し
、
会
場
か
ら
盛
ん
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に

続
い
て
行
わ
れ
た
カ
ラ
オ
ケ
大
会

で
は
19
組
が
自
慢
の
の
ど
を
披
露
。

本
村
の
谷
地
村
真
帆
さ
ん
が
「
俵

つ
み
唄
」
、
坂
根
克
也
さ
ん
・
小

坂
光
生
さ
ん
が
「
わ
だ
ち
」
を
熱

唱
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
新
郷
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
賞
」
「
特
別
賞
」
に
輝

き
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
野
菜
や
漬

け
物
な
ど
の
加
工
食
品
が
好
調
な

売
れ
行
き
で
開
店
早
々
売
切
れ
に

な
る
商
品
も
続
出
。
き
の
こ
汁
コ

ー
ナ
ー
で
は
大
鍋
か
ら
食
欲
を
そ

そ
る
匂
い
に
誘
わ
れ
て
お
昼
前
か

ら
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　
時
お
り
、
雨
に
見
舞
わ
れ
る
中
、

園
内
で
は
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
実

演
、
布
ぞ
う
り
教
室
、
ポ
ニ
ー
乗

馬
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
お
楽
し
み
抽

選
会
等
も
行
わ
れ
、
観
光
客
は
秋

の
自
然
を
存
分
に
満
喫
し
た
１
日

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
10
月
13
日
告
示
さ
れ
た
西
越

財
産
区
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
定

数
６
に
６
人
が
届
出
ま
し
た
。
こ

の
結
果
無
投
票
で
当
選
が
決
ま
り
、

10
月
19
日
、
西
越
地
区
公
民
館
に

お
い
て
田
嶋
英
選
挙
管
理
委
員
長

か
ら
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
任
期
は
平
成
21
年
10
月
30
日
か

ら
平
成
25
年
10
月
29
日
ま
で
で
す
。

前
山
　
勝
造
（
平
　
　
　

62
歳
　

農
業
）

工
藤
　
和
雄
（
堂
ケ
前
　

60
歳
　

農
業
）

風
張
　
辰
治
（
西
越
　
　

71
歳
　

農
業
）

石
ケ
守
　
崇
（
石
ケ
守
　

62
歳
　

農
業
）

崩
　
　
利
雄
（
崩
　
　
　

71
歳
　

農
業
）

田
島
　
正
悦
（
田
中
　
　

77
歳
　

農
業
）

　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

現
職
４
人
、
新
人
２
人
が

無
投
票
当
選

秋の味覚を満喫！　せんべいかいやき、きのこ汁も大好評
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村
と
八
戸
圏
域
７
市
町
村
は
共

生
し
て
地
域
づ
く
り
に
取
組
む
た

め
「
八
戸
圏
域
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
」
を
結
び
、
そ
の
調
印
式
を

９
月
24
日
、
八
戸
市
ユ
ー
ト
リ
ー

で
行
い
ま
し
た
。

　
本
村
と
八
戸
市
で
連
携
す
る
施

策
は
農
業
振
興
は
も
と
よ
り
、
ド

ク
タ
ー
カ
ー
導
入
、
子
育
て
支
援

事
業
の
圏
域
全
体
で
の
拡
充
等
、

13
項
目
。
平
成
22
年
２
月
に
圏
域

の
将
来
像
を
ま
と
め
た
共
生
ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定
し
、
一
部
の
事
業
に

つ
い
て
は
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

来
年
度
か
ら
本
格
実
施
す
る
こ
と

で
合
意
し
ま
し
た
。

 
　
村
農
産
物
研
究
会
（
長
根
哲
美

会
長
）、
村
農
業
委
員
会
（
村
岡

和
俊
会
長
）、
有
機
の
里
づ
く
り

実
践
研
究
会
（
佐
藤
光
男
会
長
）

の
３
団
体
は
、
９
月
16
日
、
「
水

稲
作
柄
状
況
等
視
察
研
修
会
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
農
産
物
栽
培
技
術
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
毎
年
行

っ
て
い
ま
す
。

　
田
島
副
村
長
や
関
係
者
等
約
30

名
が
バ
ス
２
台
に
分
乗
し
て
役
場

庁
舎
前
を
出
発
。
三
八
県
民
局
普

及
指
導
室
副
室
長
立
田
久
善
氏
の

の
解
説
を
受
け
な
が
ら
、
h
榮
吉

さ
ん
、
長
根
哲
美
さ
ん
、
長
根
孝

衛
さ
ん
、
川
代
惠
則
さ
ん
所
有
の

長
い
も
や
水
稲
、
大
根
の
実
証
ほ

場
等
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
立
田
氏
は
「
今
年
の

水
稲
作
柄
は
６
〜
７
月
の
低
温
で

生
育
が
遅
れ
た
が
出
穂
・
開
花
期

に
気
温
が
上
昇
、
回
復
し
た
。
収

量
は
平
年
並
み
と
見
込
ま
れ
る
」

と
判
断
し
ま
し
た
。

 

　
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
」
を
翌
日
に
控
え
た
９
月
29
日
、

村
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
（
下

栃
棚
結
花
会
長
）
は
新
郷
駐
在
所

の
協
力
を
得
て
「
高
齢
者
プ
レ
ゼ

ン
ト
作
戦
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
金
ヶ
沢
農
村
公
園
、
村

診
療
所
、
温
泉
館
の
３
ヵ
所
を
巡

回
。
約
50
名
の
高
齢
者
に
反
射
材
、

う
ち
わ
、
ガ
ム
等
を
笑
顔
で
配
布

し
、
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け

て
い
ま
し
た
。

　
温
泉
館
で
は
入
浴
後
の
高
齢
者

と
う
ち
わ
で
あ
お
ぎ
な
が
ら
歓
談
。

反
射
材
の
効
用
に
つ
い
て
に
こ
や

か
に
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

 

栽
培
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て

目
指
そ
う
　
事
故
の
な
い
社
会

目
指
そ
う
　
事
故
の
な
い
社
会

目
指
そ
う
　
事
故
の
な
い
社
会

八
戸
圏
域
の

　
活
性
化
を
目
指
し
て

八
戸
圏
域
の

　
活
性
化
を
目
指
し
て



４

　
住
民
の
体
力
増
進
の
た
め
、
村

体
育
協
会
（
中
平
秀
夫
会
長
）
は

10
月
18
日
、
第
41
回
村
民
登
山
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
標
高
１
、１
２
５
ｍ
の

岩
手
県
姫
神
山
へ
挑
戦
。
親
子
や

職
場
の
仲
間
た
ち
31
名
の
参
加
者

は
登
山
口
を
10
時
10
分
に
ス
タ
ー

ト
し
、
歓
談
し
な
が
ら
快
適
に
高

度
を
稼
ぎ
ま
す
。

　
お
よ
そ
２
時
間
後
、
無
事
に
全

員
登
頂
。
板
状
節
理
の
花
崗
岩
が

重
な
り
合
う
一
等
三
角
点
の
山
頂

か
ら
奥
羽
山
系
や
北
上
山
系
の
展

望
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

 

　
10
月
９
日
、
美
郷
館
を
会
場
に

「
大
学
―
地
域
連
携
セ
ミ
ナ
ー
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
町

村
が
大
学
と
連
携
し
、
地
域
づ
く

り
の
人
材
養
成
を
図
る
こ
と
を
ね

ら
い
に
青
森
県
民
カ
レ
ッ
ジ
が
主

催
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
人
生
最
期

の
時
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

講
師
に
八
戸
短
期
大
学
教
授
壬
生

寿
子
氏
を
迎
え
て
開
講
し
ま
し
た
。

　
壬
生
氏
は
「
人
生
の
最
期
を
考

え
る
こ
と
は
今
ま
で
の
人
生
を
振

り
返
る
こ
と
」
と
述
べ
、
自
分
が

望
む
人
生
最
期
の
考
え
方
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
９
月
28
日
、
三
八
地
域
県
民
局

地
域
健
康
福
祉
部
保
健
総
室
健
康

増
進
課
長
大
鰐
恭
子
氏
が
、
須
藤

村
長
の
も
と
を
訪
れ
、
自
殺
予
防

対
策
推
進
の
「
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
伝
達
し
ま
し
た
。
県
内
で
は
１

９
９
８
年
か
ら
11
年
連
続
で
自
殺

者
が
４
０
０
人
を
超
え
、
昨
年
は

自
殺
率
が
３
年
ぶ
り
に
全
国
ワ
ー

ス
ト
２
位
と
な
る
な
ど
深
刻
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
村
長
は
「
全
て
の
住
民
が
健
や

か
で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け

る
社
会
を
め
ざ
す
」
と
活
動
へ
の

協
力
を
約
束
し
ま
し
た
。

 
　
10
月
３
日
、
第
５
回
ど
よ
う
塾

「
音
楽
鑑
賞
会
」
が
美
郷
館
で
行

わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が

吹
奏
楽
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
の
は
岩
手
大
学
吹
奏
楽

部
58
名
の
み
な
さ
ん
。
今
回
が
６

回
目
の
訪
問
で
す
。

　
演
奏
さ
れ
た
曲
は
、
子
ど
も
が

大
好
き
な
戦
隊
も
の
の
テ
ー
マ
曲

を
は
じ
め
、
大
人
も
懐
か
し
い
ア

ニ
メ
の
メ
ド
レ
ー
や
古
典
名
曲
な

ど
聞
き
な
れ
た
曲
ば
か
り
。
手
拍

子
を
し
た
り
し
て
、
音
楽
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
恒
例
と

な
っ
て
い
る
楽
器
の
体
験
で
は
、

大
学
生
か
ら
「
楽
器

を
吹
い
て
み
ま
せ
ん

か
？
」
と
声
を
か
け

ら
れ
、
照
れ
な
が
ら

も
楽
器
の
持
ち
方
や

吹
き
方
を
教
わ
っ
て

い
る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。
上
手
に
音
を

出
し
て
い
る
子
ど
も

も
い
て
、
大
学
生
た

ち
も
驚
い
て
い
ま
し

た
。

　
こ
の
ほ
か
、
吹
奏

楽
で
使
用
し
て
い
る

楽
器
の
紹
介
も
あ
り
、

楽
器
ご
と
に
特
徴
あ

る
音
色
を
聴
き
な
が

ら
、
楽
器
に
つ
い
て

も
学
習
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

山
頂
か
ら
の

　
　  

展
望
に
歓
声

 
迫
力
あ
る
サ
ウ
ン
ド
を
満
喫

最
高
の
人
生
を

　
　
　
　
送
る
た
め
に

一
人
ひ
と
り
の

　
　
か
け
が
え
の
な
い
命
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秋
も
深
ま
り
村
内
５
つ
の
小
中

学
校
は
学
芸
会
、
文
化
祭
等
の
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
戸
来
小
学
校
で
は
10

月
17
日
、
学
習
発
表
会
を
行
い
ま

し
た
。
児
童
71
名
が
遊
戯
、
合
唱

等
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
15
点
を
披
露
。

詰
掛
け
た
保
護
者
や
地
域
の
人
た

ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
発
表
会
を
迎
え
た
１

年
生
は
劇
「
ね
こ
に
す
ず
を
つ
け

ち
ゃ
っ
た
」
を
上
演
。
可
愛
ら
し

い
児
童
の
真
剣
な
演
技
に
会
場
は

温
か
い
拍
手
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

　
10
月
19
日
、
秋
の
火
災
予
防
運

動
の
一
環
と
し
て
「
五
戸
地
区
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
防
火
大
会
」
が
五

戸
町
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
に
は
し
ん
ご
う
保
育
園
を
含
む

８
つ
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
参
加
。

約
２
５
０
名
の
園
児
た
ち
は
防
火

パ
レ
ー
ド
で
町
立
公
民
館
か
ら
町

立
図
書
館
ま
で
「
火

の
用
心
」
と
呼
び
か

け
て
行
進
し
ま
し
た
。

　
キ
ッ
ズ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
パ
ー
ク
で
は
消
防

職
員
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
シ
ョ
ー
や
ロ
ー
プ

渡
り
等
を
体
験
。「
防

災
戦
士
ダ
ッ
シ
ュ
１

１
９
」
と
防
火
に
つ

い
て
楽
し
く
学
ん
で

い
ま
し
た
。

 
　
本
村
や
南
部
バ
ス
な
ど
９
機
関

で
構
成
さ
れ
る
7
迷
ヶ
平
森
林
観

光
開
発
協
会
は
10
月
17
日
、「
第

２
回
迷
ヶ
平
キ
ノ
コ
山
ま
つ
り
」

を
同
キ
ャ
ン
プ
場
で
開
催
し
ま
し

た
。
地
元
の
特
産
品
販
売
、
Ｐ
Ｒ

コ
ー
ナ
ー
や
来
場
者
大
抽
選
会
な

ど
に
観
光
客
で
大
賑
わ
い
。
秋
冷

え
の
中
、
温
か
な
き
の
こ
汁
が
人

気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
沢
の
ぼ
る
さ
ん
、
小
西
礼
子
さ

ん
に
よ
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ー
や

歌
謡
シ
ョ
ー
も
上
演
。
家
族
連
れ

や
カ
ッ
プ
ル
は
笑
顔
で
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

 
　

　
第
３
回
あ
い
あ
い
学
級
が
10
月

18
日
、
美
郷
館
で
開
催
さ
れ
、
18

名
の
親
子
が
紙
ト
ン
ボ
、
竹
ト
ン

ボ
作
り
に
挑
戦
。
講
師
は
３
月
ま

で
戸
来
小
学
校
に
勤
務
し
、
現
在

は
種
差
少
年
自
然
の
家
研
修
課
長

今
井
裕
一
先
生
。

　
先
生
の
親
切
な
指
導
で
幼
児
は

紙
ト
ン
ボ
を
、
保
護
者
と
小
学
生

の
兄
姉
は
ナ
タ
で
竹
を
割
り
、
小

刀
で
削
っ
て
竹
ト
ン
ボ
を
仕
上
げ

ま
し
た
。

　
最
後
に
完
成
し
た
紙
ト
ン
ボ
、

竹
ト
ン
ボ
を
飛
ば
し
て
楽
し
み
、

親
子
の
ふ
れ
合
い
を
深
め
ま
し
た
。

親
子
で

　
「
遊
び
の
教
室
」

キ
ノ
コ
の
山
で

　
　
　
大
賑
わ
い

合
い
言
葉
は

親
子
で

　
「
遊
び
の
教
室
」

親
子
で

　
「
遊
び
の
教
室
」

と
ど
け
よ
う

　
笑
顔
と
感
動
の

　
　
　
ス
テ
ー
ジ
を

火
の
用
心



６

第
44
回
村
民
体
育
大
会

　
期
日
　
　
９
月
23
日

　
主
会
場
　
美
郷
館

○
種
目
別
優
勝

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
　
　
　
　
戸
来

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
　
　
小
坂

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
　
　
西
越

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　
　
　
　
小
坂

卓
球
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
来

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
　
　
　
小
坂

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
　
　
　
　
戸
来

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
　
戸
来

○
総
合
成
績

優
　
勝
　
戸
来
　
60
点

第
２
位
　
小
坂
　
53
点

第
３
位
　
西
越
　
53
点

第
４
位
　
川
代
　
34
点

　（
２
、
３
位
は
大
会
規
定
に
よ
る
）

戸
来
地
区
が
総
合
５
連
覇
！

学名：Betula ermanii Cham.
分類：カバノキ科カバノキ属（落葉高木）
分布：北海道、本州（奈良県以北）、
　　　四国（除く香川）、アジア東北部
用途：建築・器具材

　
大
駒
ヶ
岳
（
標
高
１
、１
４
４
ｍ
）

の
８
合
目
付
近
に
自
生
す
る
ダ
ケ

カ
ン
バ
が
環
境
省
の
任
意
団
体

「
全
国
巨
樹
・
巨
木
林
の
会
」
に

よ
り
日
本
一
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
９
月
27
日
に
同
会
会
員
・

高
渕
英
夫
さ
ん
（
十
和
田
市
）、

樹
木
医
・
釜
淵
一
知
さ
ん
（
田
子

町
）、
県
山
岳
連
盟
会
長
・
下
山

壽
さ
ん
（
十
和
田
市
）
ら
10
名
の

調
査
隊
の
確
認
に
よ
る
も

の
。

　
同
省
の
調
査
基
準
に
沿

い
、
地
上
１
・
３
メ
ー
ト

ル
の
主
幹
の
幹
周
り
を
慎

重
に
計
測
し
た
結
果
は
４
・

76
メ
ー
ト
ル
。
同
会
の
巨

樹
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る

と
幹
周
り
３
メ
ー
ト
ル
以

上
の
ダ
ケ
カ
ン
バ
は
12
本
。

最
大
の
北
海
道
西
興
部
村

の
４
・
10
メ
ー
ト
ル
を
大

き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　
釜
淵
氏
が

樹
皮
の
色
な

ど
か
ら
樹
種
を
ダ
ケ

カ
ン
バ
と
現
認
し
、

樹
高
（
８
・
５
メ
ー

ト
ル
）
や
幹
枝
、
樹

勢
か
ら
樹
齢
は
約
３

０
０
年
と
推
定
し
ま

し
た
。

　
「
日
本
一
」
の
認

定
日
は
同
日
。
現
場

に
お
い
て
村
山
岳
部

会
員
や
三
八
上
北
森

林
管
理
所
長
田
尻
明
彦
氏
ら
関
係

者
が
協
議
し
「
戸
来
岳
の
ガ
ン
ビ
」

と
愛
称
が
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
生
場
所
は
平
子
沢
か
ら
兎
平

を
経
た
山
頂
近
く
の
登
山
道
脇
。

標
高
は
約
１
、０
６
０
メ
ー
ト
ル
。

主
幹
か
ら
３
本
の
枝
幹
が
伸
び
、

根
幹
付
近
は
苔
に
覆
わ
れ
、
ク
マ

ザ
サ
や
オ
ン
コ
の
木
に
囲
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
調
査
隊
の
詳
細
な
報
告
を
受
け
、

後
日
、
現
場
を
視
察
し
た
須
藤
村

長
は
「
標
高
の
あ
る
こ
の
場
所
は

樹
木
の
生
長
に
と
っ
て
大
き
な
負

の
要
因
。
風
雪
に
耐
え
て
き
た
こ

の
ダ
ケ
カ
ン
バ
は
威
厳
に
満
ち
て

い
る
」
と
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
を

込
め
、
「
村

の
貴
重
な
財

産
。
大
切
に

後
世
に
残
し

て
い
き
た

い
」
と
保
存

の
重
要
性
を

強
調
し
て
い

ま
し
た
。

ダケカンバ（岳樺）

大
駒
ヶ
岳
の
ダ
ケ
カ
ン
バ
が
日
本
一
に
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹
周
り
４
・
76
メ
ー
ト
ル
　
樹
齢
約
３
０
０
年



７　広報しんごう　H21・10

年
金
だ
よ
り

入
居
者
募
集

平
成
21
年
度

排
水
設
備
工
事
配
管
工

認
定
・
更
新
講
習
及
び

責
任
技
術
者
更
新
講
習

し
尿
く
み
取
り

　
申
込
み
に
つ
い
て

遭
難
事
故
に

　
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

１．日程（受付時間はいずれも午前９時～午後４時）

２．申請に必要なもの
新規（新たに申請する人、使用機械・申請者に変更のある人）

・使用機械販売（譲渡）証明書（耕作者が親から子へ
変更になった場合は、前年度の使用者証があれば
住民票もしくは保険証のコピーでも可）

　　・県証紙400円（役場で用意）
更新 （免税軽油使用者証の裏についてあるハンコが２つの人）
　　・免税軽油使用者証　・県証紙400円（役場で用意）
継続 （免税軽油使用者証の裏についているハンコが１つの人）
　　・免税軽油使用者証

すべての申請者は、印鑑・切手390円（役場で用意）・
耕作証明書（300円）が必要です

　　問　産業グループ　℡ 78－2111

平成22年に使用する
農業用免税軽油の交付申請受付について

　
国
民
年
金
保
険
料
収
納
業
務

の
民
間
委
託（
市
場
化
テ
ス
ト
）

が
平
成
21
年
10
月
か
ら
は
全
国

す
べ
て
の
社
会
保
険
事
務
所
で

実
施
さ
れ
ま
す

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
国
民
年
金

保
険
料
収
納
業
務
（
電
話
や
文
書
、

戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
督
励
及
び

収
納
業
務
等
）
の
民
間
委
託
に
つ

い
て
、
平
成
17
年
10
月
か
ら
順
次

拡
大
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
21

年
10
月
か
ら
は
、
す
べ
て
の
社
会

保
険
事
務
所
に
お
い
て
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
県
分
を
委
託
す
る
民
間
事
業

者
名
は
、
弘
前
社
会
保
険
事
務
所

管
内
は「
株
式
会
社
ト
ラ
イ
ア
イ
」、

青
森
・
八
戸
・
む
つ
社
会
保
険
事

務
所
管
内
は
「
㈱
オ
リ
エ
ン
ト
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
。

　
な
お
、
委
託
事
業
者
が
被
保
険

者
の
勤
務
先
の
会
社
名
を
お
尋
ね

し
た
り
、
指
定
口
座
に
保
険
料
振

込
み
を
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
個
人
情
報
保
護
に
は
厳

格
な
安
全
措
置
を
講
じ
て
お
り
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
青
森
社
会
保
険
事

務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
　
八
戸
社
会
保
険
事
務
所

　
　
℡
０
１
７
８
―

43
―

７
３
６
９

　
村
営
住
宅
で
は
次
の
と
お
り
入

居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
住
所
・
団
地
名
（
募
集
戸
数
）

○
戸
来
字
大
久
保
96
―

１

　
大
久
保
団
地
　
（
１
戸
）

○
西
越
字
沢
口
40

　
沢
口
団
地
　
　
（
１
戸
）

●
家
賃

新
郷
村
営
住
宅
管
理
条
例
に
よ

り
算
定
し
た
額

●
入
居
基
準

　
１ 

同
居
親
族
が
あ
る
こ
と

　
２ 

村
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

　
３ 

所
得
税
、
村
税
を
滞
納
し
て

　
　 

い
な
い
こ
と

　
４ 

単
身
者
の
場
合

　
　
①
60
歳
以
上
の
も
の

②
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ

り
障
害
者
認
定
交
付
を
受

け
た
も
の

　
５ 

申
込
者
及
び
同
居
人
が
暴
力

　
　 

団
員
で
な
い
こ
と

●
締
切 

平
成
21
年
11
月
16
日（
月
）

問
・
申
　
建
設
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
℡
78
―

２
１
１
１

●
日
時

　
平
成
22
年
１
月
18
日（
月
）〜

　
平
成
22
年
１
月
29
日（
金
）

●
試
験
会
場

　
青
森
市
、
弘
前
市
、
八
戸
市
、

　
五
所
川
原
市

●
受
講
料

・
責
任
技
術
者
更
新
講
習

　
　
　
　
　
　
　
７
、０
０
０
円

・
配
管
工
認
定
講
習

　
　
　
　
　
　
　
７
、０
０
０
円

・
配
管
工
更
新
講
習

　
　
　
　
　
　
　
５
、０
０
０
円

●
申
込
期
間

　
平
成
21
年
11
月
25
日（
水
）〜

　
平
成
21
年
12
月
７
日（
月
）

問
　
建
設
グ
ル
ー
プ

　
　
℡
78
―

２
１
１
１

　
年
内
の
く
み
取
り
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
12
月
10
日（
木
）ま
で
に

左
記
業
者
に
申
込
み
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
県
南
清
掃
㈱

　
・
本
社
（
十
和
田
市
）

　
　
℡
０
１
７
６
―

23
―

４
３
５
１

　
・
五
戸
営
業
所

　
　
℡
62
―

２
４
１
６

問
　
厚
生
グ
ル
ー
プ
　

　
　
℡
61
―

７
５
５
５

　
入
山
す
る
際
に
は
、
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
て
、
安
全
で
楽
し
い

山
菜
採
り
（
キ
ノ
コ
採
り
）
を
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

●
家
族
等
に
行
動
予
定
を
連
絡

行
き
先
、
帰
宅
時
間
な
ど
家
族

等
に
連
絡
し
て
か
ら
出
掛
け
る

問

問

問問

申

問

お
知
ら
せ

　
―

問
い
合
わ
せ
　
　
―

申
し
込
み

　
―

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
―
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

受付月日

11月10日（火）

11月11日（水）

11月12日（木）

対象地区

西 越 地 区

南川目地区

北川目地区

会　　場

西越地区公民館

山村開発センター
２階和室



８

◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆

　平成20年中に、八戸地域広域消防本部通信指令室に119番通報があった
件数は17,137件で、そのうちの3,449件はまちがい・いたずら・問い合わせ
等の電話でした。
　119番は消防本部の通信指令室につながります。
　正しい119番通報が災害を最小限にくい止める第一歩です。
　火災・救急・救助などの119番通報時は、係員の問いかけに簡潔に答え
るようにお願いします。
◎１１９番通報の注意点
△「火事」か「救急」の区別をはっきりと言う。
△落ち着いて住所（場所）、付近の目標を伝える。
△「火事」または「救急」の内容を簡単に知らせる。
△あなたの名前と、通話している電話番号を教える。
※携帯電話では次のことに注意してください。
△運転時は、安全な場所に停車してから通報してください。
△通報場所がわからない場合は、近くの人に聞くか、周りの建物や看板、

電柱などを見て住所を確認してください。
△通報後、消防本部から問い合わせることがあるので、電源を切らないで

ください。
※救急車が到着するまでの間に応急手当についてアドバイスを行う時も

ありますので、落ち着いて会話するようにお願いします。
《消防情報案内》
◇消防車のサイレンは、「ウーウーカンカンカン」が火災、「ウーウー」が

その他の災害です。災害の情報は「0178－22－2111」で自動音声案内し
ています。

《救急医療情報》
◇その日の当番病院が知りたい時は「0178－24－3999」で案内しています。
《緊急通報ファックス》

　消防本部では、言葉や耳の不自由な方からの緊急通報は、ファックス
番号「0178－22－0119」で受付けています。

《通信指令室一般公開》
　正しい119番通報要領と、消防車・救急車が出場するまでの仕組みを
紹介します。

　日時　平成21年11月７日（土）、８日（日）
　　　　午前10時から午後４時まで
　場所　消防本部通信指令室（八戸消防署３階）
　　問　消防本部指令情報課　℡ 0178－44－2135

　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
単
独
で
の
入
山
は
危
険

単
独
の
入
山
で
は
、
事
故
に
あ

っ
た
場
合
で
も
助
け
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
目
先
の
収
穫
よ
り
安
全
第
一

遭
難
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
収
穫

に
夢
中
に
な
っ
て
迷
っ
た
り
、

無
理
を
し
て
崖
か
ら
転
落
す
る

な
ど
し
て
い
ま
す
。

※
ク
マ
の
出
没
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

問
　
青
森
県
林
政
課

　
　
℡
０
１
７
―

７
３
４
―

９
５
１
３

　
こ
の
秋
、
県
内
で
農
産
物
の
盗

難
被
害
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
生
産
者
や
地
域
の
み
ん
な

で
目
を
光
ら
せ
、
盗
難
発
生
防
止

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
盗
難
被
害
が
発
生
し
た
と
き
、

ほ
場
や
保
管
場
所
な
ど
で
不
審
者

や
不
審
な
車
な
ど
を
見
か
け
た
ら
、

す
み
や
か
に
警
察
に
連
絡
下
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
五
戸
警
察
署

　
　
℡
62
―

３
２
４
１

　
本
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
キ
ノ
コ

狩
り
の
シ
ー
ズ
ン
に
、
毒
キ
ノ
コ

の
誤
食
に
よ
る
食
中
毒
が
発
生
し

て
い
ま
す
の
で
、
キ
ノ
コ
狩
り
の

際
に
は
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
！

●
キ
ノ
コ
の
鑑
定
は
専
門
的
な
知

識
が
必
要
で
す
。
「
・
・
・
に

似
て
い
る
。」
や
「
た
ぶ
ん
・
・
・

だ
ろ
う
。
」
と
い
う
素
人
鑑
定

は
し
な
い
こ
と
。

●
毎
年
、
同
じ
時
期
に
同
じ
場
所

に
生
え
て
い
る
キ
ノ
コ
で
も
、

食
用
に
類
似
し
た
毒
キ
ノ
コ
が

混
生
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の

で
十
分
注
意
す
る
こ
と
。

●
見
分
け
方
な
ど
に
関
す
る
言
い

伝
え
（
例
‥
虫
が
食
べ
た
跡
の

あ
る
キ
ノ
コ
は
食
べ
て
も
よ

い
。
）
は
根
拠
が
な
い
の
で
信

用
し
な
い
こ
と
。

●
食
用
と
確
実
に
判
断
で
き
な
い

キ
ノ
コ
は
…

　
◇
採
ら
な
い
こ
と

　
◇
食
べ
な
い
こ
と

　
◇
人
に
あ
げ
な
い
こ
と

問
　
青
森
県
保
健
衛
生
課

　
　
℡
０
１
７
―

７
３
４
―

９
２
１
４

　
新
聞
等
で
も
報
道
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
10
月
中
旬
か
ら
、
優
先

接
種
対
象
者
の
医
療
従
事
者
に
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
優
先
順
位
に
従
い
11

月
上
旬
か
ら
順
次
、
接
種
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
・
チ

ラ
シ
・
青
森
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　
接
種
費
用
は
１
回
目
が
３
、６

０
０
円
、
２
回
目
が
２
、５
５
０

円
で
計
６
、１
５
０
円
。
１
回
目

と
異
な
る
医
療
機
関
で
２
回
目
を

接
種
す
る
場
合
は
、
２
回
目
が
３
、

６
０
０
円
と
な
り
、
計
７
、２
０

０
円
と
な
り
ま
す
。

　
生
活
保
護
お
よ
び
村
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
の
負
担
軽
減
に
つ
い

て
は
検
討
中
で
、
今
後
決
定
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
相
談
窓
口
の
開
設
〉

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
、

予
防
接
種
全
般
に
関
す
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

　
厚
生
グ
ル
ー
プ
（
新
郷
村
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
毎
週
月
曜
日

　
正
午
〜
午
後
５
時

　
℡
61
―

７
５
５
５

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

地
域
ぐ
る
み
で

　
　
　
盗
難
防
止

問

問

問問

ご存知ですか？
11月９日は「119番の日」です
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新
郷
俳
句
会

秋
澄
む
や
時
計
の
音
も
軽
や
か
に

鹿　

島　

と　

わ

澄
み
わ
た
る
飛
行
機
雲
に

牛
跳
ね
る

高　

根　

リ　

サ

戸
来
岳
は
る
か
に
見
え
て

水
澄
め
る

福　

山　

康　

子

上
弦
の
月
高
々
と
秋
の
夜

福　

士　

香
芽
子

芒
野
の
向
こ
う
に
揺
れ
る

十
和
利
山

小　

坂　

良　

子

山
道
を
歩
け
ば
萩
の
盛
ん
な
り

戸　

来　

れ
い
子

秋
す
み
て
飛
び
か
う
蝶
は
懸
命
に

工　

藤　

陽　

一

皿
踊
り
孫
振
舞
い
に
秋
澄
め
り

長　

峯　

ユ　

リ

秋
澄
む
日
や
ぎ
と
に
わ
と
り
の

共
に
食
う

鹿　

島　

恵
美
子

あ
れ
こ
れ
と
雑
用
ば
か
り
秋
日
和

村　

上　

て　

る

秋
刀
魚
焼
く
家
の
隣
も

さ
ん
ま
焼
く

金　

沢　
　
　

凡

むらのガイド
平成21年 霜 月

トパーズ（黄玉）
― 友情・希望 ―

燃えるごみ収集日

ご み の ポ イ 捨 て 、 不 法 投 棄 は 絶 対 に や め ま し ょ う

予防接種相談日　毎週月曜日　正午～午後５時まで　TE L 6 1－ 7 5 5 5

新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

誕 生 石11
2009　NOVEMBER

日 月 火 水 木

新郷温泉館休館日 人権相談

特定健診（～28日）

粗大ごみ収集日
特定健診（～21日）

資源ごみ（ビン・
ペットボトル等
２品目）収集日

燃えないごみ収集日
あいあい学級
「豆しとぎ作り」

第358回子ども会
親子早起きそうじ
再利用資源回収活
動

新郷村文化祭
（10／31～）
五戸地方農産物品
評会（～３日）

●勤労感謝の日

就学時健診
行政相談

村・県民税第３期
納期限
固定資産税第３期
納期限

●文化の日

農業用免税軽油申
請受付（～12日）

9

7

8

16

14

15

不用犬引取 資源ごみ（ペット
ボトル等２品目）
収集日

第４回新郷村ふる
さと物産展（～８
日）

特定健診（～７日）
粗大ごみ受付（～
12日）

5 6

23 24

21

22

特定健診（～14日） 資源ごみ（缶・新
聞等５品目）収集
日

10 12 1311

21 3 4

28

国民健康保険税第３期納期限
後期高齢者医療保険料
第３期納期限
介護保険料第３期納期
限（普通徴収）
ポリオ予防接種

3029

26 2725

17 19 2018

金 土

しもつき
November

　



▲　川代　凜梨花ちゃん　Ｈ20・９・19生
　（地区）西越
　（パパ）将晃　　（ママ）里佳

いつでも笑顔♪ 元気に明るく育ってね。

かわだい り り か

ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

○ 

し
ん
ご
う
保
育
園
の
部

191

永野　海幸さん（さくら組）

おとうさんといっしょにうみでさかな
つりをしたよ。ぼくは３びきつったよ！
おとうさんはぼくよりいっぱいつっ
たよ。ぼくもおとうさんみたいにい
っぱいつれるようになりたいなぁ。

高見　竜生くん（さくら組）

いとこのえみおねえちゃんときよの
りおにいちゃんといっしょに“とら
んぽりん”であそんだよ。ぶつかり
そうになったり、いっぱいころんだ
りしたけど、とってもたのしかったよ。

井上　柚音くん（さくら組）

みんなでさっかーをしたよ。てき
からぼーるをとるのがむずかしい
んだ。でもとってもたのしいよ！
いっぱいれんしゅうしてもっと
じょうずになるぞー！！

いのうえ ゆ う と

長峯　直哉くん（さくら組）

すいみんぐってたのしいよ。ぼく
みずのなかにもぐれるんだよ。
はやく“びーとばん”をつかわな
くてもおよげるようになりたいなぁ。
れんしゅうがんばるぞ！！

なが なお やみね なが の みゆきたか み りゅうき

　１０月３１日（土）と１１月１日（日）、村文化祭が美郷館
で開催されます。作品展、消防展、婦人会食堂、くし
餅販売、ステージアトラクション等、催し物が盛りだ
くさん。（※３１日は作品展のみです。）
　ご家族おそろいでおでかけください。
問  教育委員会　ＴＥＬ ７８－２１１１

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５

営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

10この広報紙は植林・森林認証取得木材を配合した紙を使用しています

人の動 き

男　1,503人（－１人）
女　1,591人（－５人）
計　3,094人（－６人）

世帯数969世帯（－１世帯）
（平成21年９月30日現在）

新郷村文化祭開催！新郷村文化祭開催！新郷村文化祭開催！

パパとママ
のねがい

第52回
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